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通
学
路
の
安
全
対
策
（
信
篤
小
学
校
前
）

石
原
よ
し
の
り
議
員
（
民
主
・
連
合
）

　

県
道
市
川
松
戸
線
真
間
山
下

付
近
で
は
大
事
故
が
続
発
し
て

い
る
。
こ
の
付
近
に
は
学
校
施

設
や
国
府
台
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
等
が
あ
り
、
子
ど
も
や
若
い

人
の
通
行
も
多
い
。
真
間
山
下

付
近
に
お
け
る
過
去
１
年
間
の

事
故
の
発
生
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
状
況
に

市
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

真
間
山
下
で
事
故
多
発 

市
の
対
応
は

道
路
管
理
者
に
安
全
施
設
の
充
実
を
要
望

交通事故対策

答　

真
間
山
下
付
近
で
の
交
通

事
故
の
発
生
状
況
は
、
平
成
23

年
４
月
か
ら
24
年
５
月
末
ま
で

に
人
身
事
故
４
件
、
物
損
事
故

７
件
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
市
は
、

現
地
調
査
を
実
施
し
た
上
で
、

赤
色
回
転
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
設
置
し
、
県
に
交
通
安
全
施

設
の
更
な
る
充
実
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
、
23
年
度
に
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
等
が
改
善
さ
れ
た
。

佐
藤
幸
則
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

田
尻
・
高
谷
地
区
の
江
戸
川

堤
防
は
広
域
避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堤

防
敷
に
渡
る
架
橋
の
設
置
が
さ

れ
て
い
な
い
。
地
震
に
よ
る
津

波
や
高
潮
の
被
害
を
懸
念
し
て

い
る
地
元
で
は
架
橋
新
設
に
対

す
る
要
望
が
強
い
が
、
新
設
に

向
け
て
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

見
通
し
を
問
う
。

広
域
避
難
場
所
に
渡
る
橋
が
必
要

関
係
機
関
と
架
橋
新
設
の
可
能
性
を
検
討

高谷川の架橋新設

答　

平
成
24
年
２
月
に
、
市
の

関
係
部
署
が
、
要
望
の
あ
る
高

谷
川
の
架
橋
に
つ
い
て
現
地
視

察
を
実
施
し
、
更
に
高
谷
川
の

管
理
者
で
あ
る
葛
南
土
木
事
務

所
と
現
在
架
け
ら
れ
て
い
る
橋

の
管
理
状
況
な
ど
を
確
認
し
て

い
る
。
今
後
は
架
橋
新
設
に
つ

い
て
、
再
度
、
関
係
部
署
と
協

議
を
行
い
架
橋
建
設
の
可
能
性

を
検
討
し
て
い
く
。

堀
越　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

最
近
、
子
ど
も
が
被
害
者
と

な
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
市
は
、
通
学
路
の
点

検
調
査
を
実
施
し
た
と
聞
く
が
、

危
険
箇
所
の
整
備
や
周
知
を
ど

う
行
う
の
か
。
ま
た
、
通
学
時

間
帯
の
交
通
誘
導
員
の
導
入
や
、

全
通
学
路
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

指
定
が
で
き
な
い
か
。そ
の
他
、

登
下
校
時
の
安
全
指
導
の
取
り

子
ど
も
の
命
を
守
る
施
策 

ど
う
取
り
組
む

施
設
整
備
や
啓
発
な
ど
総
合
的
に
推
進

通学路の安全対策

組
み
と
事
故
防
止
の
推
進
に
対

す
る
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

危
険
箇
所
に
つ
い
て
、
防

護
柵
、
注
意
看
板
、
路
面
標
示

等
を
整
備
し
、
学
校
だ
よ
り
や

メ
ー
ル
配
信
で
周
知
し
て
い
る
。

今
後
も
、
交
通
安
全
施
設
や
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
な
ど
環
境
整
備

に
加
え
、
交
通
安
全
教
室
の
実

施
等
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

小
泉
文
人
議
員（
新
生
市
川
）

　

市
川
市
の
認
定
道
路
内
に
民

間
の
土
地
が
あ
る
が
、
数
や
面

積
に
つ
い
て
把
握
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
土
地

は
、
掘
削
す
る
と
き
に
所
有
者

の
許
可
が
必
要
と
な
り
、
許
可

が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
ガ
ス

管
や
上
下
水
道
管
の
敷
設
が
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
市
の
認

掘
削
時
に
問
題 

市
の
認
識
と
対
応
は

地
権
者
を
調
べ
同
意
得
る
よ
う
努
め
る

認定道路内の民有地

識
と
対
応
を
問
う
。

答　

認
定
道
路
内
に
民
有
地
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

全
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
現
状
を
調
査
し
、
状
況
を

把
握
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

む
よ
う
担
当
部
署
に
指
示
し
て

い
く
。
ま
た
、
掘
削
を
行
う
際

は
、
地
権
者
を
調
べ
て
同
意
を

得
る
よ
う
で
き
る
限
り
努
力
し
、

了
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

道 路 交 通

道 路 交 通
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アメリカ・カリフォルニア州

ガーデナ市
姉妹都市締結50周年　議員２名を派遣

　平成 24 年７月９日から 14 日までの６日間、大久保博

市長を団長とする市川市公式代表団が、アメリカ合衆国・

カリフォルニア州にあるガーデナ市を訪問しました。

　議会からは、代表団の一員として、加藤武央議長、か

つまた竜大議員を派遣しました。

　本市とガーデナ市は、昭和 37(1962) 年 11 月６日に姉

妹都市を締結し、以来、青少年交流、文化・スポーツ交

流などを中心に交流を重ねてきました。本年で姉妹都市

締結 50 周年を迎えます。

　今回の訪問では、50 周年記念式典をはじめ、グリーン

テクノロジー（再生可能エネルギー等の技術）や環境に

配慮したＬＥＥＤ住宅を視察するなど、さらなる友好親

善を深めました。

カリフォルニア州

ガーデナ市

議会改革検討協議会

　議会改革検討協議会は、市議会の改革全般について議論

するため、平成 24 年３月に設置されました。

　これまでの議論の中で、各会派から申し入れがなされた

検討事項を整理し、「市民に開かれた議会」「効果的・効率

的な議会運営」「議会の政策立案機能等の強化」などを、優

先順位をつけて具体的に検討することとしました。

　まず「市民に開かれた議会」に関する項目として、インター

ネットによる議会中継などを議題としています。

　また、「ｅモニ」（e- モニター制度）を利用したアンケー

トを実施中です。

議会改革検討協議会の委員構成

　会派「新生市川」が６月 12 日に結成されたことに伴い、

６月 19 日付けで議会改革検討協議会の委員構成に変更があ

り、協議会の委員構成は以下のとおりとなりました。

（敬称略）

座　長　金子　正　　副座長　中山　幸紀

委　員

石原よしのり　　中村　義雄　　石崎ひでゆき

青山　博一　　桜井　雅人　　宮本　均

荒木　詩郎　　稲葉　健二　　湯浅　止子

宮田かつみ　　鈴木　啓一

（平成 24 年６月 19 日現在）


